




要約:乳児期に在宅療法の対象となる児の実態と問題点を把握するため、愛知県下の保健所、

児童相談所、乳児院、身体障害者入所施設を訪問調査した。本来は保護者の問題で保育を

主とする乳児院に中枢神経系を中心とする障害児が 28%と 1/4 以上の高率に収容されてい

た。保育と同時に障害児看護の問題が大きいことが判った。 


